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大寺地区　北組

２　年頭のごあいさつ／山形県農業委員会大会

３　町長へ要望
　　女性農業委員活動

４　鳥獣被害対策
　　作況雑感2020農地パトロール

５　推進委員活動

６　新規就農者の紹介
　　農地中間管理機構

７　新庄市産直まゆの郷
　　耕作放棄予防及び解消対策推進事業

８　ストップ！遊休農地／編集後記



　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
当
農

業
委
員
会
の
活
動
に
対
し
、
格
別
な
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
農
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
７

月
　
日
、
　

日
の
豪
雨
に
よ
る
小
鶴
沢

２８

２９

川
の
氾
濫
や
、
土
砂
崩
れ
等
、
多
く
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う

飲
食
業
、
旅
館
業
、
交
通
機
関
の
停
滞
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
中
止
に
よ
り
、
米
、

野
菜
、
果
物
、
花
の
消
費
の
大
幅
な
低

下
を
招
い
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
山
辺
町
の
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手

不
足
等
、
厳
し
い
情
勢
下
に
あ
り
ま
す
。

農
地
は
、
安
心
で
安
全
な
農
産
物
の
供

給
源
で
あ
り
、
水
の
保
留
保
全
を
図
り
、

多
様
な
生
物
の
生
息
す
る
環
境
を
守
る

役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
農
業
委
員
会
の
役
割

と
し
て
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・

集
約
化
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解

消
の
取
り
組
み
な
ど
「
農
地
利
用
の
最

適
化
の
推
進
」
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
農
地
を
守
る
立
場
か
ら
、

毎
年
農
地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
は
、
農
業
者
の
代
表
者
と

し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
皆
様
の

農
業
経
営
の
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
農
業
者
を
は

じ
め
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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令
和
２
年
度
山
形
県
農
業
委
員
会
大

会
が
、
昨
年
　
月
６
日
各
市
町
村
の
農

１１

業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
参
加
の
下
、
新
庄
市
民
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
マ
ス
ク
着
用
・
手
指
消
毒
・

対
人
距
離
確
保
等
、
感
染
症
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
の
開
催
に
な
り
、
例
年

の
半
数
の
出
席
人
数
で
あ
り
ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
農
業
委
員
会
憲
章
唱

和
、
主
催
者
挨
拶
の
後
、
表
彰
、
来
賓

祝
辞
と
続
き
大
会
に
入
り
、ま
ず
、農
業

情
勢
講
演
の
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
大
会
議
事
案
は
⑴
次
世
代

に
継
承
す
る
活
力
あ
る
農
業
・
農
村
の

再
構
築
の
た
め
の
政
策
提
案
決
議
、
⑵

「
地
域
の
農
地
を
活
か
し
、担
い
手
を
応

援
す
る
全
国
運
動
」
で
新
型
コ
ロ
ナ
禍

の
農
業
・
農
村
を
元
気
に
す
る
申
し
合

わ
せ
決
議
、
⑶
農
業
者
年
金
の
加
入
推

進
と
情
報
提
供
活
動
の
強
化
に
関
す
る

申
し
合
わ
せ
決
議
、
⑷
新
た
な
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
強
化
に
関
す
る
申
し
合

わ
せ
決
議
、

以
上
の
４
議

案
が
提
出
さ

れ
、
い
ず
れ

も
満
場
一
致

で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
そ

の
内
⑶
の
議

案
は
、
村
山

地
方
を
代
表

し
て
山
辺
町
農
業
委
員
会
会
長
の
江
口

順
市
氏
が
提
案
理
由
説
明
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
山
辺
町
を
は
じ
め
山
形
県

全
体
に
、
農
業
・
農
村
は
、
高
齢
化
の

進
展
や
担
い
手
不
足
が
続
き
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
等
が
顕
著
に
な
る
な
ど
、

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
我
々
農
業
委
員

に
は
、
従
来
以
上
に
地
域
農
業
の
牽
引

役
と
し
て
の
自
覚
を
強
く
持
ち
な
が
ら

活
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
て
き
ま
し
た
。

（
広
報
編
集
委
員
　
渡
辺
　
秀
彦
）
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令
和
２
年
４
月
　
日
改
選
に
よ
り
新

17

た
な
体
制
に
移
行
し
、「
農
地
利
用
の
最

適
化
」
に
向
け
、
適
正
な
執
行
に
努
め

る
た
め
、
昨
年
　
月
　
日
に
町
長
へ
要

10

23

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

一
、
短
期
的
視
点
に
基
づ
く
事
項

⑴
担
い
手
育
成
に
つ
い
て

①
果
樹
農
家
の
経
営
継
続
と
後
継
者
の

確
保
に
関
す
る
支
援
を
実
施
す
る
こ

と
。

・
後
継
者
の
確
保
、
技
術
継
承
に
係
る

支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

②
認
定
農
業
者
等
へ
の
補
助
制
度
の
予

算
を
継
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
。

・
今
後
も
で
き
る
限
り
の
支
援
に
努
め

ま
す
。

③
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
中
心
的
経
営
体

に
よ
る
、
法
人
化
等
に
つ
い
て
町
支

援
策
を
実
施
し
、
町
組
織
の
充
実
強

化
を
図
る
こ
と
。

・
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
支
援

制
度
の
情
報
発

信
に
努
め
、
町

組
織
の
充
実
強

化
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

④
若
手
農
業
者
組

織
に
対
す
る
支

援
策
の
充
実
と

強
化
を
実
施
す

る
こ
と
。

・
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
ま
す
。

⑤
農
業
次
世
代
人
財
投
資
資
金
に
つ
い

て
は
、
意
欲
向
上
に
つ
な
が
る
継
続

的
な
経
営
支
援
と
町
独
自
の
財
政
支

援
を
実
施
す
る
こ
と
。

・
経
営
確
立
の
た
め
の
支
援
、
指
導
を

継
続
し
、
町
独
自
の
財
政
支
援
に
つ

い
て
は
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

⑵
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

①
有
害
鳥
獣
駆
除
体
制
の
さ
ら
な
る
強

化
と
地
域
で
行
う
被
害
防
止
活
動
へ

の
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

・
わ
な
免
許
取
得
を
促
進
し
、
地
域
ぐ

る
み
の
被
害
防
止
活
動
を
検
討
し
ま

す
。

②
狩
猟
免
許
取
得
の
講
習
会
の
Ｐ
Ｒ
強

化
と
取
得
者
支
援
に
必
要
な
予
算
を

確
保
す
る
こ
と
。

・
今
後
も
で
き
る
限
り
努
め
ま
す
。

⑶
農
業
委
員
な
ら
び
に
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
活
動
強
化
に
つ
い
て

委
員
個
々
の
能
力
向
上
の
た
め
、
他

農
業
委
員
等
と
の
情
報
交
換
、
研
修

等
に
対
す
る
予
算
確
保
を
要
請
す
る
。

・
研
修
等
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
検
討

し
ま
す
。

二
、
長
期
的
視
点
に
基
づ
く
事
項

⑴
継
続
的
な
農
業
経
営
に
つ
い
て

①
町
外
か
ら
の
就
農
者
等
に
対
す
る
情

報
発
信
や
、
町
独
自
助
成
制
度
の
創

設
と
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

・
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

町
独
自
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
検
討

し
ま
す
。

②
農
産
物
の
町
独
自
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発

と
六
次
産
業
化
や
農
工
商
連
携
に
向

け
た
取
り
組
み
へ
の
支
援
と
取
扱
量

を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
。

・
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
関

係
者
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

③
法
人
化
や
集
落
営
農
へ
の
研
修
支
援

や
、
町
独
自
の
支
援
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
。

・
県
が
行
う
支
援
制
度
の
活
用
を
含
め
、

情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

⑵
米
政
策
の
見
直
し
に
つ
い
て

国
・
県
に
対
し
、責
任
を
持
っ
た
施
策

の
推
進
と
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付

金
の
現
行
単
価
維
持
を
要
望
い
た
だ

き
、
農
業
所
得
向
上
等
の
施
策
の
充

実
・
強
化
と
財
政
支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

・
国
に
対
し
て
責
任
を
持
っ
た
施
策
と

交
付
金
単
価
の
維
持
の
推
進
に
つ
い

て
は
要
望
し
ま
す
。
町
と
し
て
も
、

所
得
向
上
の
た
め
の
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

⑶
遊
休
農
地
解
消
に
つ
い
て

遊
休
農
地
の
発
生
予
防
・
解
消
に
対

す
る
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

・
町
と
し
て
、
耕
作
放
棄
地
解
消
補
助

金
を
交
付
し
な
が
ら
、
遊
休
農
地
の

発
生
予
防
・
解
消
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

（
広
報
編
集
委
員
　
多
田
　
秀
逸
）
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町
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へ
要
望

　
令
和
２
年
度
の
山
形
県
農
業
委
員
会

女
性
の
会
臨
時
総
会
が
昨
年
９
月
９
日
、

天
童
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
と
い
う
こ
と
で
短
時
間
で
の
開
催
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
度
の
改
選
を
終
え
、

や
っ
と
山
形
県
全
市
町
村
に
女
性
農
業

委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が

置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
研
修
は
な
く
、
他
市
町
村

の
方
々
と
の
話
し
合
い
も
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
以
前
の
よ
う
に
研
修
会
が
開

催
で
き
な
い
中
で
す
が
、
次
回
開
催
時

に
は
山
辺
町
に
隣
接
す
る
女
性
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

方
々
へ
女
性
農
業
委
員
の
活
動
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
の
か

を
伺
い
、
山
辺
町
の
農
業
に
役
立
て
ら

れ
る
よ
う
に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
山
辺
町
に
お
い
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
地
区
別
に
開
催
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
男
性
が
大
半
の
参

加
で
し
た
が
、
ぜ
ひ
続
け
て
い
た
だ
き
、

女
性
も
交
え
て
こ
れ
か
ら
の
山
辺
町
の

農
業
を
考
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
よ
り
ご
意
見
、
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
町
の
農
業
を
守
っ
て
い
く
助
け

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
編
集
委
員
　
多
田
　
美
幸
）
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昨
年
の
収
穫
は
、
農
家
の
方
々
の
笑

顔
あ
り
、
渋
い
顔
あ
り
と
様
々
で
す
。

　
高
齢
者
は
鳥
獣
被
害
に
は
頭
を
痛
め

て
い
ま
す
。
特
に
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
で

す
。
町
の
助
成
金
を
利
用
し
て
の
電
気

柵
な
ど
が
有
効
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

金
額
が
少
な
く
、
み
ん
な
が
み
ん
な
利

用
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
は
と
、
自
分
で
柵
を
作
っ
て
い
る

人
も
何
人
か
は
い
ま
す
が
、
お
金
と
労

力
が
必
要
で
高
齢
者
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

特
に
、
中
・
作
谷
沢
地
区
の
よ
う
に
少

な
い
面
積
を
何
か
所
も
所
有
し
て
い
る

人
は
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
す
。

　
耕
作
者
は
、
子
ど
も
や
孫
の
「
美
味

し
か
っ
た
」
の
言
葉
や
笑
顔
を
思
い
出

し
な
が
ら
作
り
、
ま
た
、
子
ど
も
や
孫

は
、
故
郷
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
野
菜

や
果
物
な
ど
を
送
っ
て
も
ら
い
喜
ん
で

食
べ
て
い
ま
し
た
。

　
今
の
自
分
に
は
思
い
当
た
る
良
い
方

法
は
な
い
の
で
す
が
、
根
本
か
ら
の
対

策
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。春
に
な
れ
ば
畑
へ
行
き
、そ
の
時
々

の
野
菜
の
種
を
ま
い
た
り
、
苗
を
植
え

た
り
と
畑
作
業
が
多
く
な
り
、
元
気
に

な
っ
て
医
者
へ
行
く
こ
と
な
ど
忘
れ
て

頑
張
っ
て
い
る
話
を
時
々
耳
に
し
ま
す
。

　
今
以
上
の
鳥
獣
被
害
対
策
へ
の
行
政

の
支
援
が
あ
れ
ば
、
町
の
医
療
費
も
少

し
は
少
な
く
な
り
、
町
の
財
政
も
少
し

は
楽
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
鳥
獣
被
害
対

策
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

す
。
そ
し
て
健
康
寿
命
を
長
く
し
、
幸

せ
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
重
ね
て
の
希
望
で
す
が
、
鳥
獣
対
策

を
も
っ
と
充
実
し
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。（

広
報
編
集
委
員
　
齋
藤
　
榮
）

鳥
獣
被
害
対
策

鳥
獣
被
害
対
策

　
昨
年
の
台
風
被
害
は
山
形
県
、
山
辺

町
共
に
無
に
等
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、

７
月
下
旬
の
豪
雨
に
よ
る
農
地
被
害
は

甚
大
だ
っ
た
。
土
砂
崩
れ
に
よ
る
水
田

へ
の
土
砂
流
入
、
畦
畔
の
崩
れ
は
大
小

合
わ
せ
て
数
十
ヵ
所
に
上
っ
た
。

　
水
稲
に
つ
い
て
は
、
刈
り
取
り
前
に

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
中
心
に
倒
伏
が
目
立
ち
、

ま
た
、
い
も
ち
病
と
カ
メ
ム
シ
の
発
生

が
見
ら
れ
品
質
、
収
量
を
落
と
し
た
。　
　

　
さ
く
ら
ん
ぼ
も
若
干
の
う
る
み
果
が

出
た
よ
う
だ
。
一
昨
年
多
か
っ
た
リ
ン

ゴ
の
黒
星
病
は
、
対
策
と
防
除
で
発
生

は
少
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
サ
ビ
果
が

多
く
み
ら
れ
た
よ
う
だ
。

　
夏
の
高
温
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
言
う
べ

き
雨
の
降
り
方
、
ま
さ
に
異
常
気
象
の

な
せ
る
業
な
の
か
。
こ
れ
ら
を
前
に
何

の
手
出
し
も
で
き
な
い
自
分
に
、
は
が

ゆ
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　
昨
年
の
７
月
と
８
月
に
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
遊
休
農
地
と
耕
作

放
棄
地
、
７
月
豪
雨
被
害
農
地
の
一
部
、

新
規
就
農
者
の
園
地
（
作
谷
沢
地
区
）、

電
気
柵
を
導
入
し
た
園
地
（
中
地
区
）、

そ
ば
団
地
（
作
谷
沢
地
区
）
等
を
見
て

回
っ
た
。
見
て
回
る
た
び
に
耕
作
放
棄

地
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

高
齢
化
に
加
え
、
後
継
者
が
い
な
い
。

さ
ら
に
、
頼
る
べ
き
担
い
手
が
い
な
い

と
い
う
傾
向
が
特
に
中
山
間
部
で
み
ら

れ
る
。
何
か
打
開
策
は
な
い
の
か
思
案
、

思
案
の
２
日
間
だ
っ
た
。

（
広
報
編
集
委
員
　
岡
﨑
　
政
志
）

作
況
雑
感

2020
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
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私
は
、
農
業
を
始
め
て
　
年
に
な
り

１５

ま
す
が
、
父
が
農
業
を
し
た
時
代
は
、

三
本
鍬
、
耕
運
機
な
ど
、
小
さ
い
機
械

で
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
ト
ラ
ク

タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
等
大
型
の
機
械
で

の
農
業
に
な
り
、
高
額
な
機
械
が
多
く

大
変
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
小
規
模
農

家
へ
の
負
担
が
大
き
く
、
耕
作
放
棄
地

が
増
え
る
原
因
で
も
あ
る
。
耕
作
放
棄

地
が
増
え
る
前
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
よ
う

と
努
力
し
て
い
る
が
、
一
区
画
　
ａ
、

１０

　
ａ
の
水
田
、
畑
で
は
規
模
拡
大
に
繋

２０が
ら
な
い
た
め
、
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
に

は
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
耕

作
放
棄
地
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
集
約

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

農
地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
、
農
地

を
集
約
化
し
、
大
規
模
農
家
を
育
成
し

な
け
れ
ば
、
今
後
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
繋

が
ら
な
い
。

　
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、
転
作
に
よ

る
そ
ば
栽
培
を
し
て
、
３
年
間
か
け
て

農
地
に
戻
し
て
も
価
格
が
安
く
利
益
が

出
な
い
農
業
の
継
続
は
難
し
い
。
生
産

を
安
定
さ
せ
る
に
は
、
農
地
中
間
管
理

機
構
を
活
用
し
、
農
地
の
集
約
化
、
規

模
拡
大
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

せ
め
て
一
区
画
　
ａ
、
１
　
程
度
の
水

５０

ha

田
が
無
け
れ
ば
利
益
を
出
す
に
は
大
変

で
あ
る
。
最
近
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
や
７
月
の
豪
雨
で
災
害
が
多
く
農

家
も
大
変
で
は
あ
る
が
、
農
地
を
集
約

化
し
、
効
率
よ
く
農
業
を
す
る
こ
と
で
、

規
模
拡
大
が
で
き
、
農
業
収
入
の
向
上

に
繋
が
る
と
考
え
る
。

（
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　
武
田
　
義
弘
）

推
進
委
員
活
動

推
進
委
員
活
動

推
進
委
員
活
動
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昨
年
４
月
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
に
就
任
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、

各
種
研
修
会
の
延
期
や
中
止
、
ま
た
は

各
組
織
の
総
会
に
代
わ
る
書
面
決
議
で

の
承
認
な
ど
自
粛
ム
ー
ド
の
中
、
感
染

防
止
対
策
等
で
、
推
進
活
動
に
支
障
が

生
じ
て
い
る
現
状
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、
近
年

集
中
豪
雨
に
よ
る
水
害
や
土
砂
災
害
が

頻
発
し
、
激
甚
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
７
月
末
の
記
録
的
な
豪

雨
に
よ
り
、
相
模
地
区
の
農
地
も
こ
れ

ま
で
に
な
い
箇
所
で
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
被
災
害
農
家
を
訪
問
し
話
を
聞

い
て
回
り
ま
し
た
が
、
大
変
な
場
所
で

は
、
山
の
法
面
が
崩
れ
て
土
砂
が
水
田

に
堆
積
さ
れ
、
今
も
土
砂
が
崩
れ
る
よ

う
な
状
況
で
非
常
に
危
険
な
農
地
も
あ

り
、
堆
積
し
た
土
砂
を
撤
去
し
、
原
形

復
旧
す
る
に
は
、
多
額
の
費
用
が
発
生

し
、
非
農
地
申
請
の
希
望
を
考
え
て
い

る
農
家
も
お
り
ま
す
。
道
路
や
水
路
の

復
旧
作
業
は
、
行
政
や
改
良
区
等
が
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
農
地
の
法
面

崩
れ
等
は
個
人
の
負
担
に
な
る
の
で
、

町
の
災
害
給
付
金
を
利
用
し
て
も
負
担

が
大
き
く
、
大
変
な
状
況
の
農
地
も
あ

り
、
災
害
後
の
農
地
が
遊
休
農
地
に
な

ら
な
い
よ
う
に
行
政
及
び
、
関
係
機
関

と
の
連
携
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
状
況

で
す
。

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
が
年
々
増
え
、
遊
休
農
地
が
増
加
し

て
い
る
中
で
今
後
、
農
地
所
有
者
の
意

向
を
把
握
し
て
後
継
者
が
い
な
い
農
地

を
誰
に
担
っ
て
も
ら
う
の
か
、
担
い
手

へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
と
な
ら

ん
で
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

に
取
り
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

（
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　
鈴
木
　
勇
一
）

推
進
委
員
活
動

推
進
委
員
活
動

推
進
委
員
活
動

（
山
辺
地
区
）

（
相
模
地
区
）



農委広報やまのべ

　
こ
の
度
、
様
々
な
方
か
ら
の
お
気
遣

い
、
お
心
遣
い
を
賜
り
、
山
辺
町
作
谷

沢
地
区
に
て
、
花
き
生
産
者
と
し
て
就

農
し
ま
し
た
五
十
嵐
幸
江
と
申
し
ま
す
。

　
私
は
、
４
年
前
に
夫
婦
で
作
谷
沢
に

移
住
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
す
ぐ
に
子

ど
も
を
授
か
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
未
来
の
こ
と
や
、
孫
世
代

の
こ
と
、
こ
の
地
域
で
幸
せ
に
楽
し
く

生
き
て
い
け
る
の
か
を
改
め
て
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
と
た
く
さ
ん
交
流
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
の
過
去
、
現
在
、
未
来
の
こ
と
な

ど
様
々
な
話
を
伺
い
ま
し
た
。
今
、
日

本
中
が
抱
え
て
い
る
問
題
に
町
は
と
て

も
早
く
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

　
自
立
し
た
人
材
と
働
く
場
、
産
業
が

あ
れ
ば
、
何
と
か
子
ど
も
、
孫
世
代
も

こ
の
町
で
生
き
て
い
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
私
な
り
に
微
力
な
が
ら
で
き
る
こ
と

を
実
行
し
よ
う
と
思
い
、
農
業
と
い
う

手
段
で
こ
の
町
の
文
化
、
風
土
を
残
し

な
が
ら
、
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
、
先

輩
方
と
協
力
し
つ
つ
、
未
来
に
向
か
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
就
農
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
昨
年
９
月
の
就
農
に
向
け
て
、
春
か

ら
畑
を
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
農
業
用

機
械
の
操
作
や
力
仕
事
な
ど
当
初
は
心

配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
地
域
の
方
や

町
の
方
の
お
陰
で
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
、

何
と
か
畑
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
ひ
と
安
心
し
た
７
月
に
豪
雨
が
あ
り
、

予
期
せ
ぬ
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
際
も
周
囲
の
方
が
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
心
配
し
、
力
を
貸
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

新　規
就農者の
紹 介

新　規
就農者の
紹 介

新　規
就農者の
紹 介

大切な農地を「農地中間管理機構」へ

農地を貸したい方
・農業経営のリタイア、規模縮
小を考えている方。
・農地の受け手を探している方。

【メリット】
・公共機関が農地を預かるので、
安心です。
・機構から直接賃借料を受け取
れます。
・契約終了後は、確実に農地が
戻ります。
・要件に該当すれば「機構集積
協力金」が受けられます。

【要　件】
・農業振興地域内の耕作可能な
農地に限ります。

農地を借りたい方
・まとまった農地で効率経営を
目指す方。
・経営の規模拡大を目指す方。
・新規に農業参入を目指す方。

【メリット】
・貸し手が複数いても、機構だ
けの契約で済みます。
・口座振替で、賃借料の支払い
が出来ます。

【要　件】
・借り手の募集期間内に申し込
みをする必要があります。

貸 

付
貸 

付

（
転
貸
）

農 

地 

中 

間 

管 

理 

機 

構

（
公
益
財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
）

農 

地 

中 

間 

管 

理 

機 

構

（
公
益
財
団
法
人
や
ま
が
た
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
）

「農地中間管理事業」は、農地中間管理機構（公益財団法人やまがた農業支援センター）が農地を
貸したい農家から借受け、農業経営の効率化や規模拡大を図る担い手農家等へ貸付ける制度です。

大切な農地を「農地中間管理機構」へ大切な農地を「農地中間管理機構」へ

◆お問い合わせは、農業委員会事務局又は産業課までお願いいたします。 
農業委員会事務局（☎６６７－１１１４）　　産業課（☎６６７－１１０６）

 五十嵐 　
いがらし

 幸  江  さん
ゆき え

（作谷沢地区）



　
私
た
ち
農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
　１１

月
６
日
に
山
形
県
農
業
委
員
会
大
会
が

新
庄
市
で
行
わ
れ
た
の
に
合
わ
せ
て
、

新
庄
市
の
産
直
ま
ゆ
の
郷
を
視
察
研
修

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
産
直
ま
ゆ
の
郷
は
、
新
庄
市
の
農
産

直
市
場
で
す
。
昭
和
９
年
に
設
置
さ
れ
、

　
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
「
旧
東
北

６６農
業
試
験
場
（
旧
蚕
糸
試
験
場
）
」
跡

地
の
一
部
を
活
用
し
、
平
成
　
年
９
月
、

１４

産
直
ま
ゆ
の
郷
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

広
大
な
敷
地
は
、
憩
い
と
安
ら
ぎ
、
そ

し
て
市
民
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
農
家
会
員
数
は
、
１
２
２
名
、
業
者

会
員
は
　
業
者
お
り
、
安
全
な
農
産
物

５１

生
産
に
努
め
、
地
産
地
消
を
大
切
に
し
、

地
域
に
密
着
し
、
学
校
給
食
で
も
野
菜

や
米
等
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
そ
う
で
す
。
豊
富
な
品
揃
え
と
、

お
求
め
や
す
い
価
格
で
農
家
自
慢
の
逸

品
が
そ
ろ
い
、
冬
期
間
の
漬
物
や
加
工

品
は
、
伝
統
の
味
が
受
け
継
が
れ
、
伝

統
野
菜
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　
店
内
入
口
の
花
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

所
狭
し
と
並
ん
だ
花
が
、
お
客
様
を
出

迎
え
、
四
季
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
花

を
取
り
揃
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
農
産

物
も
、
毎
朝
採
れ
た
て
の
野
菜
が

届
け
ら
れ
、
そ
の
品
数
と
、
買
い

や
す
い
価
格
は
、
お
客
様
に
人
気

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
産
直
ま
ゆ
の
郷
で
の
活
気
あ
る

雰
囲
気
で
、
農
家
の
方
々
の
笑
顔

が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
も
や

り
が
い
の
あ
る
も
の
と
な
る
と
思

い
、
と
て
も
良
い
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

（
広
報
編
集
副
委
員
長
　
佐
藤
る
み
子
）烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

新
庄
市
産
直
ま
ゆ
の
郷

◆お問い合わせは、農業委員会事務局 （☎667－1114）までお願いいたします。

「耕作放棄予防及び解消対策推進事業」活用してください！

　山辺町では、農業の担い手への農地集積や新規就農者の確保を図るため、耕作放棄地
の発生防止及び解消に対する「耕作放棄予防及び解消対策推進事業」を行っています。
　内容は以下のとおりです。

※大規模な事業を計画する場合は、国の補助事業に該当する可能性がありますので、農業委員会事務局へご相談ください。

対 象 事 業

補 助 対 象 者

補 助 金 額

１．意欲ある担い手に農地を集積し耕作放棄の発生予防を図るため、樹園
地の樹木を伐採し、畑に耕作転換等を実施する事業。
２．山辺町農業委員会が耕作放棄地であると判定した農地について、耕作
のために抜根・整地等を実施する事業。

１．農業経営基盤強化促進法第18条第１項の規定に基づく農用地利用集積
計画において、農地の借地権又は使用貸借権について６年以上の期間を
設定した者。
２．農地法第３条の規定に基づき、農地の借地権又は使用貸借権について
６年以上の権利を設定し、その許可を受けた者。

　対象事業に要した額、又は、対象となる農地の面積に10アール当たり
80,000円を乗じて得た額のいずれか低い額とし、1,000円未満の端数は切
り捨てます。



農委広報やまのべ

編編
集
後
記

集
後
記
　

　
 岡
﨑
　
政
志

多
田
　
美
幸

　
 佐
藤
る
み
子

多
田
　
秀
逸

　
 鈴
木
　
正
志

渡
辺
　
秀
彦

　
 江
口
　
順
市

齋
藤
　
　
榮

農地の転用には
農地の転用とは、農地を住宅や道路、工場、山林、資材置場、駐車場等、
農地以外のものにすることです。

優良農地（農用地区域内）は原則転用できません。申請前に産業課農村整備係で確認をしてください。
転用申請の手続きについては、農業委員会へ事前に相談してください。

農地の転用には許可が必要です許可が必要です
（農地法第４条・５条）

＊無断転用は法律違反になります。

（市街化区域内農地は届出が必要です）

編
　
集
　
委
　
員

　
昨
年
は
、
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
土
砂
崩
れ
が
各
地
区

で
発
生
し
、
農
地
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
広
報
紙
の
発
行
に
際
し
て

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
世
界
中
に
拡
大

し
、
経
済
が
冷
え
込
み
、
各
種
行
事
等
が
中
止
と
な
り
、

マ
ス
ク
と
消
毒
液
が
必
須
と
い
う
、
我
々
が
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
時
代
に
入
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
早

急
な
治
療
薬
、
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
広
報
編
集
委
員
会
は
、
農
業
者
の
皆
様
の
元
気
の
源

に
な
れ
る
よ
う
な
「
農
委
広
報
や
ま
の
べ
」
の
発
行
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

（
広
報
編
集
委
員
長
　
鈴
木
　
正
志
）

全
国
農
業

新
聞

NATIONAL
AGRICULTURAL

NEWS

農
業
経
営
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情

報
が
載
っ
て
い
ま
す
。

○
発
行
日
　
毎
週
金
曜
日

○
購
読
料
　
１
ヶ
月
　
７
０
０
円

＊
申
込
み
は
農
業
委
員
会
へ

農業者の方なら広く加入できます。
に加入しませんか

年金の特徴
　①少子高齢化時代に強い年金。
　②保険料の額は自分で決められます。
　③終身年金で80歳までの保証付き。
　④公的年金ならではの税制上の優遇措置。
　⑤条件を満たす方には、保険料の国庫補助。

農 業 者 年 金農 業 者 年 金

詳細については、JAまたは農業委員会へお問い合わせください。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
や
違

反
転
用
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に

農
地
利
用
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
的
に
、
農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
り
、
農
地
の
遊
休
化
が
進
ん

で
い
る
状
況
で
す
が
、
山
辺
町
に
お
い

て
も
、
農
作
物
が
作
付
け
さ
れ
な
い
農

地
が
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
農
地
を
管
理
し
な
い
で
放
置
さ
れ
る

と
、
雑
草
の
繁
茂
、
病
害
虫
の
発
生
、

有
害
鳥
獣
の
繁
殖
等
の
原
因
に
な
り
、

近
隣
の
農
地
に
も
多
大
な
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
や
む
を
得
ず
休

耕
さ
れ
る
場
合
で
も
草
刈
及
び
定
期
的

な
耕
耘
を
行
い
、
農
地
を
適
正
に
管
理

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　 遊
休
農
地
と
は
…

①
　
現
に
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
て

お
ら
ず
、
か
つ
、
引
き
続
き
耕
作

の
目
的
に
供
さ
れ
な
い
と
見
込
ま

れ
る
農
地

②
　
そ
の
農
業
上
の
利
用
の
程
度
が

そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
農
地

の
利
用
の
程
度
に
著
し
く
劣
っ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
農
地

ストップ！ストップ！
遊
休
農
地

遊
休
農
地
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